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４号機廃棄物処理建屋における水漏れに関する調査結果について 

 

 

平成 19 年７月 25 日、定格出力で運転中の４号機廃棄物処理建屋の中央

制御室において、当該建屋地下１階にある床ドレンサンプ ＊ 内の水位の上

昇を示す警報が発生しました。 

ただちに委託運転員が現場を確認したところ、当該サンプ近傍に設置さ

れた４号機床ドレン収集ポンプの出口側配管にある弁の分解点検のために

設置していた養生内の排水枡まわりおよび養生外に水たまりを発見しまし

た。 

漏えいした水は堰内に留まっており、漏えい量は約 21 リットル（養生内

で約 13 リットル、養生外で約８リットル）で、回収および拭き取りによる

清掃を実施しました。また、養生外へ漏えいした水の放射能量は約 2.1×

10５ ベクレルでした。 

これによる外部への放射能の影響はありません。 

（ 平成 19 年７月 26 日お知らせ済み ） 

 

調査の結果、以下のことがわかりました。 

・３号機と４号機の床ドレン収集ポンプ出口側配管をつなぐ連絡配管に

設置された連絡弁は閉じた状態であったこと。 

・事象発生当時、３号機の床ドレン収集ポンプを運転して排水を集中環

境施設へ移送していたことから、同様に当該ポンプを運転して確認し

た結果、連絡弁を通じて排水が４号機側に流入すること。 

・連絡弁を分解点検した結果、弁体および弁座にサビ等の噛み込みなど

による傷があったこと。 

・連絡配管の排水配管に詰まりがあったが、排水枡の排水配管には詰ま

りはなかったこと。 

 

漏えいの原因は、閉じた状態であった連絡弁にサビ等の噛み込みなどに

よるシートパスが発生していたこと、および連絡配管の排水配管が詰まっ

ていたことによるものでした。 

このため、運転していた３号機の床ドレン収集ポンプからの排水が、連

絡弁および分解点検中の弁を通じて４号機床ドレン収集ポンプへ流れ、同

ポンプの排水ラインや空気抜き配管より排水枡に流れ込みましたが、排水

枡の排水配管では排水しきれず溢れたものと推定しました。 

 

http://www.tepco.co.jp/nu/f1-np/press_f1/2007/pdfdata/bi7710-j.pdf


 

対策として、当該弁については手入れを行い、閉じた状態で漏えいがな

いことを確認するとともに、定期的に点検を実施します。また、詰まりの

確認された連絡配管の排水配管については取り替えを行いました。 

今回の事象のように連絡弁で隔離し、弁の点検を行う場合は、事前に連

絡弁に通じるポンプを運転し、連絡弁に漏えいのないことを確認します。 

 

以 上 

 

 

 

＊ 床ドレンサンプ 

各建屋内の漏えい水や機器（ポンプ・配管等）からの排水などを処理するために

一時貯蔵する槽。 

 

 

 

 

 

 



 

３号機床ドレン収集ポンプ 
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